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１,目的 

 現在、大洪水時の河川の氾濫の想定としてハザードマップが用いられている。今年の 7

月 14日の豪雨と、その後の 7月 18日に行われた西田先生（長崎大学）による講義をきっ

かけに、私達はハザードマップというものに興味を持ち、自分達の手でハザードマップを

作成し、さらに従来のものよりも情報が多く、わかりやすいオリジナルのハザードマップ

を作成することを目的とした研究を始めた。 

 

２,作成方法 

 西田先生方に協力していただいて地元の地域のシミュレーションを作成し、それをオリ

ジナルのハザードマップの原型として用いる。シミュレーションは、地図に国土交通省か

ら提供される国土数値情報（地形，標高，土壌）、降水量、排水ポンプの大きさを入力して

作成する。  

 

3,結論 

 シミュレーションを作成することで、直方市の洪水時の水の増減にかかる時間や水の溜

まりやすい場所、降水量が最大になるときと川の水位が最大のときには時間差があること

などを知ることができた。また、シミュレーションは 2Ｄ,3Ｄの 2種類作成することがで

きた。今回は、3Ｄのシミュレーションに時刻を入力したものを、オリジナルのハザード

マップとして使うことができた。 

 

4,今後の課題 

 今回作ったハザードマップに道路や避難場所などを入力し、さらにわかりやすく改良し

ていきたいと思う。また、今回設定した範囲よりさらに広範囲のハザードマップを作成し、

ネットを通じて配信することで多くの人に利用してもらえるようにしていきたい。 

 


